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　9 月 18 日、熊野座神社で秋季例大祭が行われました。
この例大祭で奉納される中原楽は、南小国町の無形民俗
文化財に登録されている伝統芸能です。中原楽が奉納さ
れたあと行われたのは、毎年恒例の赤ちゃんの土俵入り。
赤ちゃんたちの健やかな成長が祈願されました。

表  紙

https://www.town.minamioguni.lg.jp/pr/


　南小国町の 3つの小学校で運動会が行われました。りんどうヶ丘小学校は「赤白で協
力し全力で頑張る最高の運動会〜最後まであきらめずやり抜くりんどうっ子〜」、中原小
学校は「最後まであきらめず笑顔で楽しむ運動会」、市原小学校は「みんなで最後まで楽
しもう！〜一生けん命やりとげる運動会〜」をスローガンに掲げました。また、今年は
それぞれの学校の開会式で、町内の児童生徒から集めた歌詞を紡ぎ、制作した「きよらっ
子の歌」が披露されました。ふるさとを思う大切な歌です。今年の運動会は天気にも恵
まれ、子どもたちは暑い中でも元気に汗を流しました。
　子どもたちが一つひとつの競技に一生懸命取り組む姿に、観覧に来ていた保護者から
温かい声援が送られていました。またそれぞれの運動会で、保護者の皆さんや地域の人
たちが参加する競技もあり、大いに盛り上がりました。笑顔の絶えない素晴らしい運動
会になりました。

市原小学校中原小学校
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　第 42 回阿蘇瀬の本高原マラソン大会が 9 月 27 日に開催されました。例年は 8 月末に行って
いましたが、近年の厳しい暑さを踏まえ、ランナーの皆さまの健康と安全を第一に考え、今
年から 9月末の開催となりました。「遅いあなたが主役です」をスローガンに昭和 56 年に始まっ
たこの大会は、今年で 42 回を数える伝統のマラソン大会です。コースは 5 キロと 10 キロの 2
つに分けられ、合わせて 494 人のランナーが参加しました。県外からの参加者も多く、千葉
県から参加されたランナーも。開会式では熊本市の和田浩平さんが「全員がマイペースで走
り抜くことを誓います」と選手宣誓をしました。
　瀬の本高原の秋の風を感じながら、笑顔で走り抜けるランナーたちが印象的でした。10 キ
ロの部門で優勝した野中洋輝さんは「この大会には 10 回以上参加しています。走りやすい気
候で、もっともっと走りたかったです。」と話してくださいました。

金婚夫婦表彰式

　９月５日、結婚５０年目を迎えた夫婦を祝福する第６７回熊日金婚夫婦表彰式がきよらホールで開
かれました。町内で今年金婚を迎えられたのは、昭和５０年（１９７５年）に結婚された１４組のご
夫婦です。主催の熊本日日新聞社と町から表彰状や記念品が贈られました。

甲斐　哲　  （76）、明子　  （74）　上町１
穴井　隆信（76）、さゆみ（75）　上町 2
手嶋　健治（75）、枝里子（73）　本町１
穴井　堅　  （72）、しをり（74）　脇戸
室原　英臣（76）、みわ子（74）　矢津田上
中島　智晴（76）、久美　  （71）　陣の前
武田　時吉（76）、養子　  （73）　樋の口

金婚夫婦（行政区・50音順　敬称略）年齢は９月５日現在
橋本　司　  （71）、千能　  （72）　志賀瀬
佐藤　照義（75）、さよ子（72）　扇上
井　　國昭（73）、田美代（71）　星和
中村　利幸（74）、登美子（71）　小田
武田　秀二（74）、福美　  （72）　黒川
小代　正雄（75）、みや子（70）　田の原
大塚　嘉久（72）、むつ子（73）　波居原下

▲表彰状を受け取る穴井隆信さん・さゆみさんご夫婦 ▲代表で謝辞を述べられた手嶋健治さん
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　９月５日、役場きよらホールで「お出かけ知事室～ともに未来を語る会～ in 南小国町」が開催さ
れました。これは、木村 敬熊本県知事が県内各市町村を訪問して県民の皆さんとの意見交換を行い、
県の政策へ速やかにつなげようと、熊本県が開催しているものです。

　この日は、木村県知事に思いを伝えようと町民９人が登壇しました。その内、南小国中学校から３
名、小国高校から１名の学生も参加しました。約８０人の傍聴者が見守る中、登壇者は農林業の課題
や空き家の対策、自然環境・保護などについて木村県知事と意見交換を行いました。木村県知事も登
壇者からの投げかけ一つひとつに丁寧に応え、登壇者もメモを取ったり、うなずいたりと真剣に耳を
傾けていました。

　今年度の企業版ふるさと納税（物納）として、
福岡市東区のアドヴェンチャーホールディング
ス株式会社様よりご寄附をいただきました。ア
ドヴェンチャーホールディングス株式会社様は
福岡市を拠点に 60 年以上にわたり、服飾雑貨
などの製造・販売を行っています。
　企業版ふるさと納税とは、国が認定した地方
公共団体の取組みに対して企業が寄附を行う制
度であり、今回は災害時に活用できるマカロン
風寝袋を 500 個寄附いただきました。　
　いただいた寝袋は町の今後の防災対策に活用
いたします。この度のご寄附に厚く御礼申し上
げます。

▲写真左：夏秋 克好代表取締役会長兼社長

お出かけ知事室
～ともに未来を語る会～

in 南小国町

企業版ふるさと納税の感謝状贈呈

３園にお菓子のプレゼント

南小国町未来共創アドバイザーを委嘱しました

令和７年度 南小国町消防団通常点検

　８月２６日、熊本市水前寺で小国郷産の
原料を使用したお菓子を製造・販売してい
る菓子店「乳菓子屋」を営む佐藤憲史郎さ
ん（小国町上田出身）が、地元の味を子ど
もたちにも知ってほしいという思いから町
の３保育園の園児へお菓子のプレゼントが
贈られました。
　乳菓子屋さんは、春から秋にかけて立岩
水源の水を使用したコーヒーゼリーの販売
などもされています。

　９月１８日、陣内裕樹さん、小出泰久さ
んに南小国町未来共創アドバイザーを委嘱
しました。南小国未来共創アドバイザーと
は、行政のデジタル変革や業務の効率化、
教育現場での教育 DX の促進等、南小国町
が抱える問題についてデジタル技術の活用
に関する支援や助言をいただきます。委嘱
状の交付後には、職員・教職員向けの研修
を行いデジタル技術の活用について、お話
いただきました。

　９月６日、南小国町消防団通常点検及び
規律競技が役場駐車場で行われました。
　阿蘇地域振興局次長の桑原暢子様をはじ
め、県議会議員の河津修司様、小国警察署
長の後藤亨正様、阿蘇広域行政事務組合中
部消防署長の矢野和彦様など関係機関から
多数のご来賓にご出席いただきました。
　各分団の通常点検と規律競技では 11
チーム 147 名が競い合い、各チームが指
揮者の号令に合わせ統率の取れた姿を見せ
ていました。

◆規律競技結果
優勝　第 2 分団 2 部（2 連覇中）　/　  準優勝　第 2 分団 3 部  　/　　第 3 位　第 1 分団 3 部・4 部

▲写真左から、髙橋町長、陳内裕樹氏、小出泰久氏、岩切教育長
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「農協跡地利活用に関するアンケート」へのご協力 
ありがとうございました。 

 
6 月 30 日を期限として、次の２つの方法により依頼・周知し、ご回答いただきました。 

①郵送で直接依頼   800 人（機械的無作為抽出：大字別人口割合勘案、8 世代×100 人） 
➡回答数 358 人 【回答率 44.8％】 

②町公式 LINE で周知 不特定多数 
            ➡回答数 94 人         ①＋②合計 452 人 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【複合型施設】が望ましい
375人

【83%】

【単独型施設】
が望ましい

41人
【9%】

施設整備･建設の必要は
ない（現状の更地･駐車
場のまま）20人【4%】

その他, 16人【4%】

■問．町としては、子どもから大人の方々（多世代）が交流できる
ような複数の機能・用途を有する「複合型施設」が望ましい
のではないかと考えておりますが、どう思いますか。

大字赤馬場
211人

【47%】
大字中原

78人
【17%】

大字満願寺
152人

【34%】

町外, 7人 【1%】 未回答, 4人 【1%】

■ 回答者（住まい別）
10代, 45人
【10%】

20代, 25人
【6%】

30代, 61人
【14%】

40代, 69人
【15%】

50代, 65人【14%】

60代, 71人
【16%】

70代, 65人
【14%】

80歳以上, 50人
【11%】

未回答, 1人
■ 回答者（年代別）
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上記以外に「その他」の項目として様々なご意見をいただきました。ありがとうございました。 
 
町等で運営できる可能性がある施設もあれば、⺠間事業者（町内外）でなければ運営できな

い施設（テナントとして募集等）もあります。また、施設の種別によって維持管理費（人件
費、光熱水費等）も変わってきますし、それらの費用を町が予算の範囲内でどれだけ負担でき
るのか・するのか等々、様々な条件や課題等があります。 

 
本アンケート 及び 農協跡地利活用検討委員会（町⺠代表者10名）でいただいたご意見を貴

重な基礎資料とし、様々な条件や課題等を整理したうえで、来年３月末までに「基本構想」を
策定し、その後「基本計画 → 基本設計 → 実施設計」の策定へと繋げてまいります。 

 
来年度には町⺠ワークショップを開催し、「基本構想」のご説明 及び「基本計画」策定に向

けてのご意見をお伺いしたく予定しておりますので、引き続き町⺠の皆様のご理解ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。 
 

■お問い合わせ先 南小国町役場 総務課（担当：武田） ☎0967-42-1111 

57人

62人

85人

116人

140人

187人

196人

234人

駐車場

その他

屋内スポーツ競技場

フィットネスジム

スーパーマーケット

レストラン・食堂 、 カフェ

公園

図書館 、多世代向け学習（カルチャースクール）

スペース、フリースペース 、町民センター

人 50人 100人 150人 200人 250人

■問．「複合型施設が望ましい」と回答された方にお尋ねします。
具体的に、どのような施設が良いと思いますか。（一人３施設まで）
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　こども家庭庁では毎年１0月を「里親月間」と位置づけ、里親
制度に対する理解を進めるための集中的な広報啓発を実施して
います。
　それぞれの事情で親と離れて暮らす子どもたちが、日本には
約４万２千人、熊本には約６５０人います。そうした子どもを
自分の家庭に迎え入れ、さまざまなサポートを受けながら養育
する制度が「里親制度」です。
　里親家庭は特別な家庭ではありません。共働き世帯、子育て
中の世帯の里親登録も増えています。里親は自分の子どもとし
て迎え入れる特別養子縁組だけではありません。一定期間、預
かっていただく養育里親もあります。その中で自分のライフス
タイルにあった活躍の仕方があります。

〇養育里親
１8歳までの子どもを、一定の期
間自分の家庭に受け入れて養育す
る里親です。養育期間は、数日か
ら数年と様々です。子どもの実親
の養育環境が整った場合には、実
親の元に戻ります。

〇特別養子縁組里親
原則１5歳未満の子どもを、特別
養子縁組（法的親子関係の成立）を
前提として養育する里親です。養
子縁組が成立するまで、里親とし
て養育します。

〇親族里親
実親が死亡や行方不明などで子
どもを育てられなくなった場合、
児童の扶養義務者及びその配偶
者である親族が子どもを養育す
る里親です。ただし、親族による
養育が適当と判断された場合に
限ります。

〇専門里親
虐待により心身に有害な影響を受
けた子どもや非行、障がいのある
子ども等、専門的なケアを必要と
する子どもを養育する里親です。

■お問い合わせ先
慈愛園乳児ホーム養育家庭支援センターきらきら
☎ 096-383-8100
お一人様から団体様まで、説明にお伺いします。

おわりに
　里親制度は、子どものための制度です。皆さんに正しく知ってい
ただくこと、理解していただくことが一番大切なことです。
里親制度を正しく知ることから始めてみませんか。

日本 熊本

約42,000人 約650人

メールからの
お問い合わせ
はこちら ▼

里親のカタチ

１0月は里親月間です！
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きずな 

　こども家庭庁では毎年１0月を「里親月間」と位置づけ、里親
制度に対する理解を進めるための集中的な広報啓発を実施して
います。
　それぞれの事情で親と離れて暮らす子どもたちが、日本には
約４万２千人、熊本には約６５０人います。そうした子どもを
自分の家庭に迎え入れ、さまざまなサポートを受けながら養育
する制度が「里親制度」です。
　里親家庭は特別な家庭ではありません。共働き世帯、子育て
中の世帯の里親登録も増えています。里親は自分の子どもとし
て迎え入れる特別養子縁組だけではありません。一定期間、預
かっていただく養育里親もあります。その中で自分のライフス
タイルにあった活躍の仕方があります。

〇養育里親
１8歳までの子どもを、一定の期
間自分の家庭に受け入れて養育す
る里親です。養育期間は、数日か
ら数年と様々です。子どもの実親
の養育環境が整った場合には、実
親の元に戻ります。

〇特別養子縁組里親
原則１5歳未満の子どもを、特別
養子縁組（法的親子関係の成立）を
前提として養育する里親です。養
子縁組が成立するまで、里親とし
て養育します。

〇親族里親
実親が死亡や行方不明などで子
どもを育てられなくなった場合、
児童の扶養義務者及びその配偶
者である親族が子どもを養育す
る里親です。ただし、親族による
養育が適当と判断された場合に
限ります。

〇専門里親
虐待により心身に有害な影響を受
けた子どもや非行、障がいのある
子ども等、専門的なケアを必要と
する子どもを養育する里親です。

■お問い合わせ先
慈愛園乳児ホーム養育家庭支援センターきらきら
☎ 096-383-8100
お一人様から団体様まで、説明にお伺いします。

おわりに
　里親制度は、子どものための制度です。皆さんに正しく知ってい
ただくこと、理解していただくことが一番大切なことです。
里親制度を正しく知ることから始めてみませんか。

日本 熊本

約42,000人 約650人

メールからの
お問い合わせ
はこちら ▼

里親のカタチ

１0月は里親月間です！

11
広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10



昨年度に続き、本年度も古本市を開催いたします。
本は無料です。本を入れる袋をお持ちになってお越しください。

多くの皆様のご来場を心待ちにしております。

〇本の寄贈のお願い
古本市開催につきまして、本の寄贈を募集いたします。ご家庭で読まなくなった絵本や小説など、
多くの皆様に読んでいただきたい本がありましたら、ぜひ寄贈をよろしくお願いいたします。

■受付期間
令和 7年１0月１4日（火）～１0月２1日（火）
■受付場所
南小国町役場　教育委員会
（受付時に氏名・本の種類ごとの冊数等の記入を
お願いします。）

南小国町古本市南小国町古本市

時間：午前９時 - 午後１時まで
場所：南小国町役場 1Ｆロビー

■以下の本は寄贈できません
×汚れや破損がある　×ページが抜け落ちている
×雑誌・漫画雑誌　　×成人雑誌
×週刊誌類　　　　　×古い辞典等
◎児童書や絵本大歓迎です！

2020225.11.03（月）
文化の日文化の日

「きよらっ子の歌」が完成しました！

　昨年度、町内の小学校が１５０周年を迎え、子どもたちの発表の中には「ふるさとを大切に
思う気持ち」や「ふるさとに生きる喜び」そして、「これからのふるさとを担う意気込み」が感
じられる発表となりました。
　その発表を聴きながら『きよらの郷で育つ「きよらっ子」が、気持ちを一つにして自分たち
の故郷で学ぶ喜びと希望あふれる心境を表現する歌があれば！』と強く思い、校長先生方と相
談をしながら、「きよらっ子の歌」の制作に、今年の４月から取り組み始めました。その取り組
みの過程についてお知らせします。

月 日 取　り　組　み　の　内　容

４月 ２２ ○町内校長会議で「きよらっ子の歌の制作」を提案する
○南小国中学校の生徒会が制作者となる
○生徒会が小中学校に歌詞に入れたい言葉をアンケ－トする
○各小中学校で、歌詞に入れたい言葉を５つ決める

５月 ９
  

３０

○各学校で検討した「歌詞に入れたい言葉５つ」を南中生徒会に提出する
○生徒会が、歌詞の原案づくりに取り組む
○歌詞の原案を各小中学校に提案する

６月 ２
１３
３０

○歌詞の原案を各小中学校で検討し、修正案を考える
○各小中学校の修正案を南中生徒会に提出する
○各小中学校の修正案を取り入れながら歌詞を完成させる

７月 １
２
９

１９
２０

○各小中学校に完成した歌詞を披露する
○楽曲制作会社「ソ－ドミュ－ジック」に作曲の依頼をする
○「ソ－ドミュ－ジック」が作曲を開始する
○「きよらっ子の歌」のデモ音源が送られてくる
○「きよらっ子の歌」のデモ音源を各小中学校に聴いていただき、感想と修正

箇所を聞き取る
○修正箇所を「ソ－ドミュ－ジック」に修正依頼をする

８月 ９
２０
２６

○「ソ－ドミュ－ジック」から「きよらっ子の歌」の完成版が届けられる
○各小中学校に「きよらっ子の歌」の完成ＣＤを届ける
※各小中学校で「きよらっ子の歌」を児童生徒にお披露目

『きよらっ子の歌』歌詞

［１番］
青い空　光る山なみ　笑う顔
緑にかこまれ　つながる心
（サビ）
元気だよ　夢をかかげて　歩き出す
きよらの郷に　笑顔がひびく

［２番］
湯けむりと　風のささやき　優しさと
人のあたたかさ　ここにあるよ
（サビ）
手をつなぎ　未来に向かい　信じよう
育ってゆける　きよらっ子たち
（大サビ）
光ってる　小さな命　大きな夢
希望をのせて　羽ばたく郷よ

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（30）　　文責：岩切

広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10
12



昨年度に続き、本年度も古本市を開催いたします。
本は無料です。本を入れる袋をお持ちになってお越しください。

多くの皆様のご来場を心待ちにしております。

〇本の寄贈のお願い
古本市開催につきまして、本の寄贈を募集いたします。ご家庭で読まなくなった絵本や小説など、
多くの皆様に読んでいただきたい本がありましたら、ぜひ寄贈をよろしくお願いいたします。

■受付期間
令和 7年１0月１4日（火）～１0月２1日（火）
■受付場所
南小国町役場　教育委員会
（受付時に氏名・本の種類ごとの冊数等の記入を
お願いします。）

南小国町古本市南小国町古本市
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2020225.11.03（月）
文化の日文化の日

新
刊
図
書
紹
介

　

9
月
は
、
町
の
図
書
室
に
16
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
ジ
ブ
リ
の
食
卓　

ア
ー
ヤ
と
魔
女

②
つ
か
め
！
理
科
ダ
マ
ン　

８

③〈
推
し
の
子
〉ま
ん
が
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
〔
３
〕

④
こ
た
つ

⑤
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
ス
イ
ー
ツ
お
う
じ

⑥
身
近
な
危
険　

防
災
と
防
犯

⑦
天
国
と
地
獄

　

選
挙
と
金
、
逮
捕
と
裁
判
の
本
当
の
話

⑧
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
図
鑑

　

簡
単
な
ジ
ェス
チ
ャ
ー
だ
け
で
、

　

２
歳
児
以
下
と
も
双
方
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！

⑨
赤
ち
ゃ
ん
は
世
界
を
ど
う
学
ん
で
い
く
の
か

　

ヒ
ト
に
備
わ
る
驚
く
べ
き
能
力

⑩
45
歳
か
ら
の
自
分
を
大
事
に
す
る
暮
ら
し

⑪
う
ち
ら
は
マ
ブ
ダ
チ

⑫
掬
え
ば
手
に
は

⑬
紐
結
び
の
魔
道
師

⑭
い
ま
こ
そ
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

⑮
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ラ
イ
フ

⑯
君
は
冥
土
様
。
９
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九
月
、
南
中
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
や
研
修
等
に
参
加
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行
～
二
年
生

　

二
年
生
は
九
月
一
七
日
か
ら
二
泊
三
日

で
、
沖
縄
へ
修
学
旅
行
に
全
員
参
加
で
出

か
け
ま
し
た
。ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
見
学
し
、

講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
和
祈

念
公
園
で
平
和
集
会
を
行
い
、
戦
争
の
悲

惨
さ
に
触
れ
、
平
和
へ
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。
ま
た
、
美
ら
海
水
族
館
の
見
学

や
宿
泊
先
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
の

海
水
浴
、
国
際
通
り
の
散
策
な
ど
、
沖
縄

の
自
然
や
文
化
に
つ
い
て
も
学
び
を
深
め

ま
し
た
。

菊
池
恵
楓
園
訪
問
～
三
年
生

　

三
年
生
は
九
月
一
七
日
、
菊
池
恵
楓
園

の
歴
史
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
小
学

校
５
年
時
は
コ
ロ
ナ
禍
で
訪
問
が
中
止
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
今

回
は
じ
め
て
参
加
し
ま

し
た
。
生
徒
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
の
方
々
の

苦
し
み
や
悔
し
さ
を
知

り
、
差
別
や
偏
見
、
そ

し
て
人
権
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
泊
農
業
体
験
～
一
年
生

　

一
年
生
は
九
月
一
七
日
か
ら
二
泊
三
日

で
、
民
泊
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
受

け
入
れ
先
の
方
々
に
「
家
族
の
一
員
」
の

よ
う
に
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ

き
、
農
業
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
だ
け

で
な
く
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
い
く

生
活
、
気
候
や
土
壌
に
合
わ
せ
た
作
物
の

育
て
方
等
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
終
日
は
収
穫
し
た

食
材
を
も
と
に
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

「
第
二
ス
テ
ー
ジ
」
が
ス
タ
ー
ト

　

八
月
二
十
六
日（
火
）か
ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

始
ま
り
の
会
で
は
、
夏
休
み
に
見
た
景
色
や

出
会
っ
た
人
の
姿
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」と
思
っ

た
こ
と
等
か
ら
、
小
さ
な
き
っ
か
け
と
し
て
心

の
中
に
わ
き
上
が
っ
て
く
る
気
持
ち
「
夢
の
種
」

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
小
さ
い「
夢

の
種
」
も
、
大
事
に
育
て
て
い
け
ば
、
き
っ
と

大
き
な
夢
と
な
っ
て
、
未
来
へ
と
導
い
て
く
れ

る
こ
と
、そ
の
た
め
に
は
「
自
分
を
大
切
に
」
し
、

「
自
分
を
信
じ
る
こ
と
」
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
か
ら
新
し
い
お
友

達
、
三
年
生　

穴あ
な

井い

泰た
い
し
ょ
う

生
さ
ん
、
一
年
生　

穴あ
な

井い

輝て
っ
し
ょ
う

生
さ
ん
の
兄
弟
が
横
浜
市
立
上
菅
田
笹
の

丘
小
学
校
か
ら
転
入
し
ま
し
た
。
始
ま
り
の
会

で
は
、
御
両
親
が
見
守
ら
れ
る
中
、
元
気
に
自

己
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
週
末
の
八
月
三
十
日（
土
）に
は
、

親
子
美
化
作
業
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
の
皆
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
運

動
場
、
校
舎
周
辺
に
加

え
、
い
も
畑
ま
で
整
備

し
て
い
た
だ
き
、
見
違

え
る
よ
う
な
美
し
さ
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
り
の
秋
へ
向
け
て

　

本
校
の
玄
関
か
ら
入
っ
て
い
た
だ
く
と
、
正

面
に
図
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
と
司
書
の
勤
務
日

が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
八
・
九
月
は
沖
縄
に

ち
な
ん
だ
図
書
が
紹
介
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
栄

養
教
諭
、
図
書
担
当
の
教
諭
が
連
携
し
、
子
ど

も
た
ち
に
こ
の
時
期
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
メ
ニ
ュ
ー

も
関
連
さ
せ
て
あ
り
、
九
月
十
日（
水
）は
沖
縄

の
タ
コ
ラ
イ
ス
で
し
た
。
本
に
親
し
み
、
様
々

な
知
識
も
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

発　

見

発　

見

9/8（月）の運動会結団式
今年のスローガンは「み
んなで最後まで楽しも
う！～一生けん命やり
きる運動会～」　ぜひ、
見に来てね！
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中
原
校
区
大
運
動
会

　

九
月
十
三
日（
土
）、
多
く
の
ご
来
賓
の

皆
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
、
中
原

校
区
大
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
六
年
生
が
競
技
種
目
な
ど
を
提

案
し
、
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
運

動
会
に
向
け
た
準
備
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
夏
休
み
が
明
け
て
す
ぐ
に
実
施
し
た

結
団
式
で
は
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず　

笑
顔
で
楽
し
む
運
動

会
」
の
発
表
や
赤
団
・
白
団
の
団
長
の
あ

い
さ
つ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
か
ら
本
格
的
な
練
習
も
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　

運
動
会
当
日
、
全
校
児
童
は
、
一
人

一
人
が
笑
顔
で

最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
参
加
す

る
姿
を
見
せ
る

こ
と
で
、
日
頃

か
ら
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る

家
族
や
地
域
の

方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
練

習
を
超
え
る
頑
張
り
が
見
ら
れ
た
六
年
生

は
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
先
頭
に
立

ち
続
け
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
運
動
会
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
、

成
長
を
感
じ
た
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
九
月

六
日（
土
）の
早
朝
に
は
、
中
原
婦
人
会
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
の
も

と
、
運
動
場
の
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。大
会
当
日
も
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

後
援
会
の
皆
さ
ま
、
校
区
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
る
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
、
地
域
に
支
え
ら
れ
て
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
運
動
会
で
し
た
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　
  

ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

　

本
年
度
の
運
動
会
は
、「
大
阪
・
関
西

万
博
研
修
」
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
町
内
４
つ
の
小
中
学
校
の

児
童
会
・
生
徒
会
が
取
り
組
ん
だ
「
き
よ

ら
っ
子
の
歌
」
の
完
成
を
記
念
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
き
よ
ら
っ
子
の
歌
」
を
入

場
曲
と
し
て
、
全
員
が
風
船
を
持
っ
て

堂
々
の
入
場
行
進
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
本
部
席
前
に
整
列
す
る
と
、
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
と
爆
竹
に
続
き「
風
船
飛
ば
し
」

で
「
き
よ
ら
っ
子
の
歌
」
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
児
童
に
よ
る
表
現
活
動
で

は
、「
エ
ク
ス
ポ
２
０
２
５
か
ら
未
来
へ
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
伝
統
芸
能
の
披
露

と
大
阪
万
博
研
修
の
学
習
成
果
を
全
校
ダ

ン
ス
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

１・
２
年
生
は
「
扇
の
盆
踊
り
」、
３
・

４
年
生
は
「
田
の
原
の
棒
踊
り
」、
５
・６

年
生
は「
吉
原
岩
戸
神
楽
」を
舞
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
全
員
が
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」

の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
、
き
よ
ら

の
郷
の
未
来
の
創
り
手
と
な
る
べ
く
、
未

来
へ
の
夢
を
ダ
ン
ス
で
表
現
し
ま
し
た
。

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスできま
す。子どもたちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

「
大
阪
・
関
西
万
博
研
修
」
な
ら
び
に

「
き
よ
ら
っ
子
の
歌
完
成
」
記
念

秋
季
大
運
動
会

団長あいさつ（結団式）団長あいさつ（結団式）

風船を持って入場！風船を持って入場！

大空に舞い上がりました大空に舞い上がりました

１・２年生１・２年生５・６年生５・６年生

３・４年生３・４年生全校ダンス全校ダンス
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同
窓
会
総
会
と
ふ
く
し
夏
ま
つ
り

　

８
月
２
日（
土
）に
小
国
支
援
学
校
の
同

窓
会
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

23
名
の
同
窓
生
が
総
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
行
っ
た
お
茶
会
で
は
、
デ

ザ
ー
ト
を
食
べ
な
が
ら
久
し
ぶ
り
に
会
う

友
達
や
先
輩
・
後
輩
、
先
生
と
趣
味
の
話

や
仕
事
の
話
な
ど
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

在
学
時
と
変
わ
ら
な
い
笑
顔
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
、
と
て
も
懐
か
し
く
和
や
か
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度
の
活
動
報
告
や
会

計
報
告
、
今
年
度
の
活
動
計
画
や
予
算
案

の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
の

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
同
窓
会
長
、
理
事

が
新
た
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
同
窓
生
に
同
窓
会
の
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
本
校
の 

役
員
会
（
中
・

高
生
）
が
第
32
回
ふ
く
し
夏
ま
つ
り
に
参

加
し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
会
長
に
よ
る
開

会
宣
言
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
役
員

会
の
み
な
さ
ん
が
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
学
校
行

事
や
各
学
部
の
紹
介
、
学
習
内
容
の
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
最
後
に

は
、
11
月
15
日（
土
）に
予
定
し
て
い
る
「
す

ぎ
の
こ
ま
つ
り
」
の
告
知
も
行
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
本
校
紹
介
パ
ネ
ル
や
作
業

製
品
の
展
示
ブ
ー
ス
も
設
置
し
、
多
く
の

来
場
者
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
暑
い
中
で
し
た
が
、
児
童
生
徒

は
屋
台
の
食
べ
物
を
楽
し
み
、
ま
つ
り 

の
雰
囲
気
を
満
喫
し
て
、
充
実
し
た
時 

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

高
校
生
の
熱
意
が
紡
ぐ
、
未
来
へ
の
贈
り

物
「OGUNI-GO
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

小
国
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
地
域
の

未
来
を
担
う
べ
く
立
ち
上
げ
た「O

GU
N

I-
GO

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
れ
は
、
人
口

減
少
や
学
校
の
統
廃
合
と
い
う
課
題
の
解

決
の
た
め
に
、
地
域
の
事
業
者
の
方
々
と

共
に
地
域
共
創
を
行
い
、
地
域
の
特
産
品

を
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
に
ま
と
め
上
げ
て
、

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
地
域
資
源
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
生
徒
た

ち
は
、
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
営
業
、
販
売

ま
で
、
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
ら
の
手

で
手
掛
け
て
い
ま
す
。現
在
の
３
年
生
は
、

東
京
大
学
や
大
阪
関
西
万
博
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
２
年
生
が
制
作
し
た
新

し
い
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
は
、
9
月
20
日

（
土
）の
小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
文

化
祭
）
で
つ
い
に
販
売
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
熱
意
と
創
造
力
が
詰

ま
っ
た
ギ
フ
ト
を
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
に
実
践
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
与
え
、
郷
土
へ
の
深
い

愛
着
を
育
ん
で
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
高
校

生
の
挑
戦
を
、
是
非
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
に
む
け
た
、
学
校
外
部
の
方
と
の

面
接
練
習
会

　

８
月
26
日（
火
）、
本
校
の
進
路
活
動

の
一
環
と
し
て
、
３
年
生
を
対
象
に
外
部

講
師
を
招
い
た
面
接
練
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
先
生
以
外
と
の
本
格

的
な
模
擬
面
接
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
真

剣
な
表
情
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
講
師
の

方
々
か
ら
は
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
大
変
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
進
路
実

現
に
向
け
、
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10
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南
小
国
町
教
育
委
員
会
で
主
催
す
る
「
里

山
自
然
体
験
活
動
」
も
今
年
で
７
年
目
と
な

り
、
４
年
生
児
童
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
学

習
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。目
的
に
は「
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
心
」
や
「
仲
間
と
の
絆
を

深
め
る
」
な
ど
、
人
権

教
育
を
進
め
て
い
く
う

え
で
身
に
付
け
て
ほ
し

い
資
質
の
育
成
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
７
月

11
日
に
実
施
さ
れ
た
と

き
の
子
ど
も
た
ち
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

市
原
小
学
校
　
森
永 

歩
未

　
里
山
自
然
体
験
活
動
で
班
長
を
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
遊
ん
だ
こ
と

が
な
い
人
ば
か
り
で
（
班
長
や
っ
て
い
け
る

か
な
。）
と
思
い
ま
し
た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
の
人
か
ら
「
名
前
な
ん
て
い
う

の
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
一
気

に
嬉
し
く
な
り
、
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

す
る
と
周
り
の
友
達
も
名
前
を
教
え
て
く
れ

て
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
友
達
と
協
力
し
合
え
た
こ
と
は
「
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
み
ん
な

と
ヒ
ン
ト
を
教
え
合
っ
た
り
、
笑
い
合
っ
た

り
し
な
が
ら
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

市
原
小
学
校
　
室
原 

進
吾

　
里
山
自
然
体
験
活
動
で
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、
沢
登
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
す
。
沢
登

り
で
は
、
同
じ
班
の
人
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝

え
合
っ
た
り
、
声
を
か
け
合
っ
た
り
し
な
が

ら
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
お
肉
の
焼
き
方
を
教

え
て
も
ら
い
、
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
五
感
ゲ
ー
ム
や
沢
登
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
楽
し
く
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
里
山
自
然
体
験
活
動
は
、
よ
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
　
松
丸 
美
海
子

　
里
山
体
験
で
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
沢

登
り
で
す
。私
が
最
初
だ
っ
た
の
で
、怖
か
っ

た
し
、
ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど
、
友
達
が
応
援

し
て
く
れ
て
勇
気
が
出
ま
し
た
。
そ
の
他
に

飛
び
込
み
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
経
験
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
、
他
の
学
校
の
友
達
と
一
緒
に
活

動
し
仲
よ
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沢

登
り
が
終
わ
り
、
大
き
い
岩
で
待
っ
て
い
る

時
に
、
落
ち
な
い
よ
う
に
班
で
手
を
つ
な
い

だ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
五
感
ゲ
ー
ム
で
協

力
し
、
班
の
仲
も
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
班
長
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
を
ま

と
め
た
り
、発
表
す
る
の
は
緊
張
し
た
け
ど
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ご
飯
も

ど
れ
も
お
い
し
く
て
、
一
生
で
き
な
い
よ
う

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
　
山
内 

仁
菜
子

　
里
山
体
験
で
は
、
ノ
リ
ち
ゃ
ん
弁
当
を
食

べ
た
り
、
五
感
ゲ
ー
ム
や
沢
登
り
を
し
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
し
て
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
五
感
ゲ
ー
ム
で
は
、

五
感
の
事
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

ゲ
ー
ム
で
五
感
を
使
っ
た
の
で
、
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沢
登
り
で
は
、
友

達
が
手
を
貸
し
て
く
れ
た
り
、「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
班
に
は
、
同
じ
学
校
の
友
達

が
い
な
く
て
、
最
初
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
仲

よ
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
初
め
て
串
に
具
材

を
刺
し
て
、
自
分
で
焼
き
ま
し
た
。
家
で
は

で
き
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
里
山
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
見

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
原
小
学
校
　
宮
﨑 

湧
玄

　
沢
登
り
に
行
く
前
は
、
怖
く
て
ド
キ
ド
キ

し
て
い
た
け
れ
ど
、
後
か
ら
ど
ん
ど
ん
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。滝
を
登
っ
て
滑
っ
て
、

ま
た
登
り
ま
し
た
。
水
が
冷
た
く
て
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

　
僕
は
、
二
班
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
ロ
ー

プ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
友
達
が
「
が
ん
ば

れ
。」「
あ
と
少
し
で
最
後
。」
と
応
援
し
て
く

れ
た
の
で
怖
さ
も
吹
き
飛
ん
で
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
ぶ
厚
い
お
肉
を

焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
仲
間
と
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
仲
を
深
め

て
い
き
た
い
し
、
南
小
国
の
里
山
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

中
原
小
学
校
　
浅
野 

姫
愛
星

　
大
自
然
に
は
、
危
険
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
の
で
、
人
の
話
を
聞
い
て
ル
ー
ル
を

守
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。
怖
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
笑
顔
で
楽
し
く
体
験
で
き
ま
し
た
。
班

活
動
で
は
、
最
初
に
自
己
紹
介
を
し
て
、
そ

の
後
仲
を
深
め
て
い
き
協
力
し
合
っ
て
五
感

ゲ
ー
ム
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
ま
し

た
。
み
ん
な
で
炭
火
を
囲
ん
で
、
お
肉
や
野

菜
を
焼
い
た
り
し
て
、
始
ま
っ
た
時
よ
り
も

仲
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
こ
の
仲
間
と
一
緒
に
多
く
の

体
験
を
し
て
、
南
小
国
の
良
さ
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
で
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

掲
載
し
た
感
想
に
は
、

里
山
自
然
体
験
活
動
で

得
る
こ
と
の
で
き
た
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
や
、
友

達
と
の
絆
の
深
ま
り
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

経
験
を
生
か
し
南
小
国

町
で
の
生
活
を
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（
井
芹
）

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

257

お問い合わせ先
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎0967-42-0047

17
広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10



地
籍
調
査
に
と
も
な
う
「
白
い
杭
」
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　

地
籍
調
査
と
は
、
土
地
一
筆
ご
と
に
、

所
有
者
・
地
番
・
地
目
（
宅
地
、
田
、
畑

な
ど
）
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の

境
界
や
面
積
を
正
確
に
測
量
し
、
そ
の
結

果
を
地
図
や
帳
簿
に
ま
と
め
る
も
の
で

す
。

　

南
小
国
町
で
は
、
地
籍
調
査
の
測
量
が

終
了
し
た
地
域
に
お
い
て
、「
白
い
杭
」

を
町
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
白
い
杭
は
、
土
地
の
位
置
や
境
界

を
正
確
に
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
基
準

杭
で
す
。
境
界
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
将
来
、
土
地
の
場
所
や
境
を
確
認

す
る
際
に
役
立
つ
、
と
て
も
重
要
な
目
印

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
杭
を
残
し

て
お
く
こ
と
で
、

皆
さ
ま
が
ご
自
身

の
土
地
の
境
界
を

確
認
し
た
い
と
き

に
、
ス
ム
ー
ズ
に

確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

杭
の
移
動
や
撤
去
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
事
前
に
、
南
小
国
町
役
場 

地

籍
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税
（
第
２
期
分
）
を
お
忘
れ
な
く

　

令
和
７
年
分
の
「
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
」
の
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）

の
納
期
限
は
、
令
和
７
年
12
月
１
日（
月
）

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
、金
融
機
関
又
は
、

所
轄
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大

変
便
利
で
す
。利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
免
除
申
請
に
つ
い
て

　

所
得
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
、
保
険

料
（
月
額
１
７
，
５
１
０
円
）
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
（
全
額
・
一
部
）

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
過
去
２
年

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。）

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
申
請

　

本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
の
前
年
所
得
や
、

失
業
な
ど
の
状
況
に
基
づ
い
て
保
険
料
免
除

（
一
部
免
除
）
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
に
基
づ
い
て
納
付
猶
予
の
審
査

を
お
こ
な
い
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

《
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
》

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の

・
退
職
、
失
業
に
よ
る
申
請
は
、
雇
用
保

険
の
「
受
給
資
格
者
証
」「
被
保
険
者

離
職
票
」
な
ど
の
写
し

税

お問い合わせ先
税務課
税務係
☎0967-42-1118

年
金

お問い合わせ先
町民課
戸籍住民係
☎0967-42-1113

　「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

納付状況等

年金への影響
納　付 全額免除 一部免除 納付猶予

（学生納付特例） 未　納

老齢・障害・遺族基礎年金の
受給資格期間に… 含まれる 含まれる 含まれる

（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金額の計算に… 含まれる 含まれる
（注 1）

含まれる
（注 1, ２） 含まれない 含まれない

（注 1）保険料を全額納めた場合と比べて、受け取る年金額の割合が以下のとおりになります。（平成 21 年 4月以降の免除期間）
●全額免除の場合…２分の１　　●４分の３免除の場合…８分の５
●半額免除の場合…４分の３　　●４分の１免除の場合…８分の７

（注 2）一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いになります。

広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10
18



　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日（
土
）か
ら
20
日

（
月
）ま
で
の
10
日
間
、「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
、
自
治
体
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
と
警
察
が
連
携
し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー

ル
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組

む
も
の
で
す
。

運
動
重
点

〇「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型

投
資
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害
防
止

〇
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

〇
乗
り
物
盗
、
万
引
き
の
被
害
防
止

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加

し
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ

く
り
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

～
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～

～
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～

　
「
電
話
で『
お
金
』詐
欺
」の
手
口
は
日
々

変
化
し
、
巧
妙
化
し
て
い
る
た
め
、
最
新

の
手
口
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

県
警
で
は
、「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

発
生
状
況
や
、
被
害
防
止
対
策
等
に
つ
い

て
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

お
金
を
要
求
さ
れ
た
り
、
マ
ネ
ー
カ
ー

ド
等
の
購
入
の
話
が
で
た
ら
、
詐
欺
と
疑

い
、
一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や
警
察

に
相
談
を
！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

「
収
れ
ん
火
災
の
注
意
点
」

「
収
れ
ん
火
災
の
注
意
点
」

収
れ
ん
火
災
と
は
・
・
・

・
太
陽
光
が
レ
ン
ズ
や
鏡
な
ど
に
よ
り
反

射
ま
た
は
屈
折
し
て
一
点
に
集
ま
り
、

そ
こ
に
燃
え
る
も
の
が
あ
る
と
火
災
に

至
り
ま
す
。
こ
れ
を
収
れ
ん
火
災
と
呼

び
ま
す
。

収
れ
ん
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期

　

収
れ
ん
火
災
は
、
気
温
が
高
い
夏
に
起

こ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
一
番
多
く

起
こ
っ
て
い
る
の
は
冬
で
す
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
太
陽
の
高
度
が
低

く
な
る
た
め
、
部
屋
の
奥
ま
で
光
が
差
し

込
む
か
ら
で
す
。

収
れ
ん
火
災
の
原
因
と
な
る
も
の

・
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
収
れ
ん

現
象
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
気
を

つ
け
る
こ
と
。

予
防
の
た
め
に

・
窓
際
や
太
陽
光
が
差
し
込
む
範
囲
に

は
、
鏡
や
ガ
ラ
ス
玉
等
を
置
か
な
い
こ

と
。

・
外
出
の
際
に
は
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て

光
が
長
時
間
差
し
込
む
こ
と
を
避
け
る

こ
と
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
お問い合わせ先
北 部 分 署
☎0967-46-4411

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
お問い合わせ先
小国警察署
☎0967-46-2110

全国地域安全運動
2025.10.11-20

～安全で住みよい地域社会の～安全で住みよい地域社会の
　実現を目指して～　実現を目指して～
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知
っ
て
お
き
た
い
脳
の
健
康
管
理

　

人
は
年
を
と
る
こ
と
で
、
体
や
脳
も

変
化
し
ま
す
。
脳
は
働
き
盛
り
の
世
代

か
ら
衰
え
が
進
み
、
物
忘
れ
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

物
忘
れ
は
、
脳
の
自
然
な
老
化
に
よ

る
も
の
で
、
突
然
起
こ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
認
知
症
は
、
何
ら

か
の
原
因
で
脳
の
神
経
細
胞
が
減
少
す

る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
よ
く
「
年
だ

か
ら
」「
も
し
か
し
て
認
知
症
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
な
」
と
健
康
に
不

安
を
抱
え
る
人
も
い
ま
す
。
不
安
に
過

ご
す
よ
り
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

・
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症
に
よ

る
物
忘
れ
の
違
い

　

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
、
例
え
ば
、

食
事
の
あ
と
に
「
何
を
食
べ
た
か
思
い

出
せ
な
い
」
と
い
う
状
態
で
、
体
験
の

一
部
の
み
を
忘
れ
ま
す
。
他
の
手
が
か

り
を
も
と
に
、思
い
出
す
こ
と
が
で
き
、

生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　

一
方
、
食
事
を
し
た
こ
と
自
体
を
忘

れ
て
し
ま
い
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
状
態
の
場
合
は
認
知
症
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
認
知
症
の
発

症
の
前
触
れ
に
早
く
気
付
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る

こ
と
や
健
康
な
状
態
に
回
復
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

健
康
に
良
い
と
さ
れ
る
習
慣
を
無
理

の
な
い
範
囲
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、

体
と
脳
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま

す
。

・
脳
の
健
康
管
理
を
す
る
た
め
に

　

①
～
④
を
実
施
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
運
動
を
す
る

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
脳
を
活
性

化
さ
せ
ま
す
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

　

野
菜
・
果
物
・
魚
な
ど
と
い
っ
た

様
々
な
食
品
群
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂

り
ま
し
ょ
う
。
よ
く
噛
む
こ
と
も
大

切
で
す
。　

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

③
病
気
の
治
療
を
す
る

　

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症

な
ど
の
疾
患
が
あ
る
人
は
、
病
院
受

診
、
服
薬
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
社
会
活
動
に
参
加
す
る

　

外
出
の
機
会
が
減
っ
て
も
、
ご
近

所
づ
き
あ
い
と
い
っ
た
人
と
の
つ
な

が
り
は
続
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
の
中
で
役
割

を
持
つ
こ
と
も
、
認
知
症
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・
認
知
症
の
方
と
の
接
し
方

　

ま
ず
は
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
後
ろ
か

ら
声
を
か
け
る
と
驚
く
こ
と
が
あ
る
の

で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
手

に
目
線
を
合
わ
せ
、
優
し
い
口
調
で
、

穏
や
か
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
話
し
方

で
、
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
話
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
認
知
症
か
も
・
・
・
と
心
配
に
な
っ

た
り
、
困
っ
た
ら
・
・
・

①
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
認
知
症
専
門
の

診
療
科
は
、
物
忘
れ
外
来
や
認
知
症

外
来
な
ど
で
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
　

物
忘
れ
の
不
安
や
認
知
症
な
ど
に

関
す
る
相
談
は
、
社
会
福
祉
士
・
保

健
師
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
対
応
し
ま

す
。
そ
の
人
が
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減

や
社
会
資
源
の
活
用
を
支
援
し
ま

す
。

　

☎
０
９
６
７（
２
５
）６
８
７
７

③
認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加
す
る

　

認
知
症
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
の

悩
み
を
聞
い
た
り
、
語
ら
う
こ
と
が

で
き
る
場
で
す
。
２
か
月
に
１
回
、

南
小
国
町
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
場

所
・
日
時
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民課
保健衛生係
☎0967-42-1113
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小国公立病院ニュース
☎０９６７ー４６ー３１１１

新しい小児用インフルエンザワクチンについて 薬剤師　宮﨑里美

　昨年、新しいインフルエンザワクチンが
発売になり、今年は小国公立病院でも採用
することに決まりました。
　名前は「フルミスト点鼻液」です。日本
初となる鼻腔内に噴霧するタイプの弱毒性
インフルエンザワクチンです。

　今までは、インフルエンザワクチンといえば“注射”が当た
り前でしたが、針を刺す必要がなく、右鼻と左鼻に各 1回ずつ
“シュッ”と噴霧することでワクチン接種が完了します。
　昨年まではインフルエンザワクチンの注射のために２回予約
を入れて頂き、４週以上の間隔を空けて２回の注射が必要でし
た。
　今年からは１回の来院で済み、かつ“シュッ”と鼻に噴霧す
るだけで済むことになります。そして６歳未満ではインフルエ
ンザワクチンよりも感染抑制効果は高いと言われています。

　インフルエンザワクチンは小児のインフルエンザ脳症を引き起こさないためにもとても大切
です。しかし、注意点もあります。
　まず、２歳以上１９歳未満の方のみのワクチンになります。残念ながら、２０歳以上の方は
従来通り注射のワクチン接種しかありません。

　また、免疫抑制をきたす治療を受けている方、妊娠され
ている方は接種不適合となります。
　接種当日は、激しい運動を避ける方が良いとされていま
すが、入浴しても差し支えありません。
　今年も昨年同様、小児のワクチン接種はインターネット
での予約となりますが、今年もインフルエンザワクチン接
種をご検討ください。

調剤薬局　休日開局当番表（10月）
10/11㈯ 10/12㈰ 10/13㈷ 10/18㈯ 10/19㈰ 10/25㈯ 10/26㈰ 11/1㈯ 11/2㈰ 11/3㈷ 11/8㈯ 11/9㈰

小国調剤薬局 9～13時 - - 9～13時 - - 9～13時 9～13時 - - 9～13時
ﾌｧｰｺｽ薬局 ゆう - 9～13時 - - 9～13時 - - - 9～13時 - 9～13時

きよらのさと薬局 9～12時 - - 9～12時 - - 9～12時 9～12時 - - 9～12時
小国調剤薬局☎ 0967-46-5736　　ﾌｧｰｺｽ薬局 ゆう☎ 0967-46-6320　　きよらのさと薬局☎ 0967-42-0284
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５６５回市（９月８日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,100 13,500 10,000

18～22㎝ 13,000 12,100 10,500

24～28㎝ 13,000 12,000 11,000

30㎝上 13,000 12,100 10,500

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 13,000 10,500

18～22㎝ 12,800 10,800

24～28㎝ 13,100 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 18,500 14,500

18～22㎝ 20,900 19,200 14,500

24～28㎝ 20,800 19,700 14,500

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 953.375 10,580,944 11,098

桧 64.549 986,647 15,285

杉、桧 45.446 378,522 8,329

合　計 1,063.370 11,946,113 11,234

　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会　
　
　

【
評
】
笹
原
景
林

廃
村
の
苔
む
す
角
屋
月
見
草　
　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

頬
被
り
し
て
お
ち
こ
ち
の
稗ひ

え
と
り取

女め　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

蘆あ
し
は
ら原

を
分
け
下
り
ゆ
く
大
出
水　
　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

待
つ
孫
の
今
日
も
帰
ら
ぬ
夏
期
講
座　
　
　
　

佐
渡　

節
子

古
寺
の
百

ひ
ゃ
く
じ
つ
こ
う

日
紅
の
歴
史
問
う　
　
　
　
　
　
　

下
城　

タ
ズ

【
評
】
古
寺
で
あ
る
か
ら
、
境
内
の
木
々
も
そ
れ
な
り
に
老
樹
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で

一
際
目
に
つ
く
百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
）
の
老
木
と
寺
の
歴
史
を
問
う
。

片
陰
を
追
い
か
け
な
が
ら
散
歩
道　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

【
評
】
散
歩
道
だ
か
ら
何
時
も
通
る
道
で
あ
ろ
う
、
歩
調
早
目
に
陰
か
ら
陰
へ
と
強
い

陽
射
し
を
避
け
て
い
く
様
子
。

妹い
も

送
る
異
国
語
ば
か
り
夏
の
駅　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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　　　　　　 　快適な空間で省エネ生活♪

　外気温の影響を受けた宅内の温度調節のため、
冷暖房をフルパワーで稼働させる機会はありま
せんか。外気の影響を最も受けるのが窓などの
開口部であり、その比率は家全体の 5 割以上と
言われています。つまり、家屋の開口部を対策
することで、大幅な冷暖房の省エネにつなげる
ことが可能です。
　一例として、国の先進的窓リノベ2025事業補
助金を上手に活用し、断熱窓を導入して快適な省
エネ生活を実現した事例があります。

■お問い合わせ先
町民課  保健衛生係　 ☎ 0967 − 42 − 1113

　  　　　　   町内でボランティア清掃活動を
　　　　　　　　　行う団体を支援します！

　町内での美しい村づくりに関する取り組みの
推進を目的に、町内団体等が自主的に取り組む
ボランティア清掃活動に係る経費に対して、予
算の範囲内で補助金を交付します。
　補助金の対象となる活動や補助対象経費等の
詳細は、まちづくり課までお尋ねください。

■お問い合わせ先
まちづくり課　☎ 0967 − 42 − 1171

　　　　　　   寝たきり老人等介護者手当を
　　　　　　 ご存知ですか　

　寝たきり老人等介護者手当とは、常に介護を
必要とする寝たきり老人等を在宅介護している
方に対して、介護者手当を支給することで、精
神的・経済的負担の軽減を目的としたものです。

■支給対象者
南小国町にお住まいで次のいずれかに該当する
方を、引き続き３か月以上同居して在宅介護を
している方
ただし、①②の方については、要介護 3 以上の
認定もしくは寝たきり老人等介護者手当医師診
断書（規定の様式）において所定の基準を満た
していることが必須となります。
① 65 歳以上の方
②身体障害者手帳 1 種 1 級を持っている方
③療育手帳 A1 を持っている方
④精神障害者保健福祉手帳１級を持っている方
※施設入所中や入院中の方を除きます。
■支給額
・重介護 月額 1 万円
・普通介護 月額 8,000 円
（所定の基準があります）
1 年間を 4 月、7 月、10 月、1 月の 4 回に分け
てそれぞれ 3 か月分支給します。
※ひと月の在宅期間が 15 日に満たない場合は支
給の対象となりません。

■お問い合わせ先
福祉課 福祉係　☎ 0967 − 42 − 1117

お知らせ

お知らせ

お知らせ

　　　　　　　第２回地域づくりセミナー

　阿蘇世界文化遺産登録推進協議会が、すでに
世界認定を受けている『阿蘇世界ジオパーク』、
『阿蘇世界農業遺産』と現在、認定を進めている
『阿蘇世界文化遺産』を合わせた３つの世界ブラ
ンドにより、今後期待される相乗効果や連携の方
策について考えるセミナーです。

■日時
令和 7 年 11 月 15 日（土）
午前 10 時～正午
■場所
阿蘇市農村環境改善センター
阿蘇市内牧 976 − 2
■定員
50 名（定員に達し次第、締切り）
■主催
阿蘇地域振興デザインセンター
■お申込み先
QR コードより➡

お知らせ

広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10
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　　　　　　 　快適な空間で省エネ生活♪

　外気温の影響を受けた宅内の温度調節のため、
冷暖房をフルパワーで稼働させる機会はありま
せんか。外気の影響を最も受けるのが窓などの
開口部であり、その比率は家全体の 5 割以上と
言われています。つまり、家屋の開口部を対策
することで、大幅な冷暖房の省エネにつなげる
ことが可能です。
　一例として、国の先進的窓リノベ2025事業補
助金を上手に活用し、断熱窓を導入して快適な省
エネ生活を実現した事例があります。

■お問い合わせ先
町民課  保健衛生係　 ☎ 0967 − 42 − 1113

　  　　　　   町内でボランティア清掃活動を
　　　　　　　　　行う団体を支援します！

　町内での美しい村づくりに関する取り組みの
推進を目的に、町内団体等が自主的に取り組む
ボランティア清掃活動に係る経費に対して、予
算の範囲内で補助金を交付します。
　補助金の対象となる活動や補助対象経費等の
詳細は、まちづくり課までお尋ねください。

■お問い合わせ先
まちづくり課　☎ 0967 − 42 − 1171

　　　　　　   寝たきり老人等介護者手当を
　　　　　　 ご存知ですか　

　寝たきり老人等介護者手当とは、常に介護を
必要とする寝たきり老人等を在宅介護している
方に対して、介護者手当を支給することで、精
神的・経済的負担の軽減を目的としたものです。

■支給対象者
南小国町にお住まいで次のいずれかに該当する
方を、引き続き３か月以上同居して在宅介護を
している方
ただし、①②の方については、要介護 3 以上の
認定もしくは寝たきり老人等介護者手当医師診
断書（規定の様式）において所定の基準を満た
していることが必須となります。
① 65 歳以上の方
②身体障害者手帳 1 種 1 級を持っている方
③療育手帳 A1 を持っている方
④精神障害者保健福祉手帳１級を持っている方
※施設入所中や入院中の方を除きます。
■支給額
・重介護 月額 1 万円
・普通介護 月額 8,000 円
（所定の基準があります）
1 年間を 4 月、7 月、10 月、1 月の 4 回に分け
てそれぞれ 3 か月分支給します。
※ひと月の在宅期間が 15 日に満たない場合は支
給の対象となりません。

■お問い合わせ先
福祉課 福祉係　☎ 0967 − 42 − 1117

お知らせ

お知らせ

お知らせ

　　　　　　　第２回地域づくりセミナー

　阿蘇世界文化遺産登録推進協議会が、すでに
世界認定を受けている『阿蘇世界ジオパーク』、
『阿蘇世界農業遺産』と現在、認定を進めている
『阿蘇世界文化遺産』を合わせた３つの世界ブラ
ンドにより、今後期待される相乗効果や連携の方
策について考えるセミナーです。

■日時
令和 7 年 11 月 15 日（土）
午前 10 時～正午
■場所
阿蘇市農村環境改善センター
阿蘇市内牧 976 − 2
■定員
50 名（定員に達し次第、締切り）
■主催
阿蘇地域振興デザインセンター
■お申込み先
QR コードより➡

お知らせ

23
広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf3bRtTv1UtTpcZwkNj4RtDO3QT8fWpD2fvblUspTIJAXIvig/viewform


M
IN

A
M

I O
G

U
N

I I
N

FO
R

M
AT

IO
N

　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

下城   雄二　様　矢津田上 （故）澄男 様
久綱   一憲　様    湯田下　  （故）紀和子 様 
(令和 7 年 9 月 10 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。

馬場優志会　様

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 7 年 11 月 町民カレンダー　
■消費生活相談
日時 : 毎週火曜・木曜　午前 9 時～午後 4 時
毎週火曜日 小国町 / 毎週木曜日 南小国町
総務課　☎ 0967−42−1112
■就職相談　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
日時 :19 日（水）　午後１時～午後 4 時 30 分
場所 : 役場会議室　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
☎ 0967−22−8178
■出張年金相談（※要予約）
日時 :7 日（金）　午前 10 時～午後 3 時
場所 : おぐに町民センター
熊本東年金事務所　☎ 096−367−2503

■さくら荘カフェ
日時 :21 日（金）午後 1 時 30 分～
午後 3 時 30 分　 場所 : さくら荘

■心配ごと相談・行政相談
日時 :20 日（木）午前 10 時～正午
場所 : りんどう荘

■乳児健診
日時 :5 日（水）午後 1 時 15 分～
場所 : おぐに町民センター

■ 1 歳 6 か月児健診
日時 :20 日（木）午後 1 時 15 分～
場所 : おぐに町民センター

■ 1 歳児健診
日時 :27 日（木）午後 1 時 30 分～
場所 : 役場　別館 2 階

寄　附

休日在宅医

はじめまして赤ちゃん

佐藤　大夢・荒井  智子　白川

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、
医療機関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナンバーカード又は保険証を持
参してください。保険証等がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

10/5（日）～

11/3（月）
内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

10/5（日） 小児科 たくもと小児科クリニック 0967-34-2202

10/12（日） 内科・外科 市原胃腸科外科 0967-34-1211

10/13（月） 整形外科 一の宮整形外科 0967-22-3911

10/19（日） 内科・小児科 松見内科クリニック 0967-22-0260

10/26（日） 消化器科・胃腸科 脇胃腸科 0967-32-2500

11/2（日） 内科・循環器科 阿蘇ハートクリニック 0967-24-6262

11/3（月） 眼科 眼科 古嶋医院 0967-34-0008

戸籍の窓

町の人口（8 月末現在）

世帯数　 1,905 戸

　男　　 1,803 人

　女　　 1,970 人

　計　　 3,773 人

（-4）
〈+33〉
（+7）
〈-19〉
（-10）  
〈-28〉
（-3）
〈-47〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

おくやみ申し上げます

8/23   久綱　紀和子 93 湯田下

8/28   下城　澄男　 89 矢津田上

9/5　  松岡   さち子 72 志津上

9/11   清髙　寛之　 90 上町 2

8/19 生　上
う え の

野　禅
ぜん

くん
（父）豪臣（母）麻希　杉田団地

　　　　　　　　    労使間トラブルの解決相談会

　熊本県労働委員会では、自主的な解決が難し
い労使間トラブルの解決方法について、3 名の
委員（公益・労働者・使用者）による相談会を
実施します。費用無料。
お気軽にご相談ください。

■日時
令和 7 年 10 月 25 日（土）
午前 10 時～午後 4 時半（受付午後 4 時まで）
※原則 1 人 1 回限り 30 分以内（予約優先）
■会場
くまもと県民交流館パレア 9 階 会議室 5
■お問い合わせ先
熊本県労働委員会事務局
☎ 096 − 333 − 2752

お詫び・訂正のお知らせ

広報きよら９月号のハッピーバースデーに誤り
がございました。深くお詫び申し上げますとと
もに、下記の通り訂正させていただきます。

●広報きよら９月号裏表紙
ハッピーバースデー
誤 北川 寛太くん
正 北川 寛大くん

※HPに掲載しているPDFファイルにつきまし
   ては、当該箇所を訂正しております。

　　　　　　  働き方改革ワンストップ
　　　　　　 無料相談！

　長時間労働の是正、最低賃金への対応、ハラ
スメントの防止その他の課題等に関するワンス
トップ相談窓口として、社会保険労務士等の専
門家が、事業主の皆様からの相談に対応します。
無料、秘密厳守です。
お気軽にご相談ください。

①来所や電話・メールによる相談対応
②個別企業を訪問して行うコンサルティング
③業種団体会員向けセミナーの開催等

■お問い合せ先
熊本働き方改革推進支援センター
☎ 0120 − 041 − 124
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　　　　　　      　　成年後見制度 セミナー＆
　　　　　　 個別相談会

　成年後見制度や後見人への就任から終了まで
の一連の流れ、悩ましい問題への対処について、
実際に後見人業務を行っている司法書士が解説
を行います。参加費は無料です。講座終了後には、
個別無料相談会も開催いたします。

■日時
令和 7 年 10 月 25 日（土）
受付 午後 0 時半
講座 午後 1 時～午後 3 時まで
・第 1 部 成年後見制度の基礎
・第 2 部 知っておきたい成年後見制度

～事例を交えて～
・個別無料相談会 午後 3 時 15 分～午後 4 時
■会場
熊本県司法書士会館
熊本市中央区大江 4 丁目 4 − 34
駐車場台数に限りがございますので、できるだ
け公共交通機関をご利用ください。
■定員
50 名（先着順）
■お申し込み・お問い合わせ先

（公社）成年後見センター・リーガルサポート
熊本支部 ☎ 096 − 364 − 2889

　　　　　お悩み合同出張相談会 in 阿蘇

　不登校、ひきこもり、障がい、就労、ヤング
ケアラー等のさまざまな悩みや心配事について
ご相談ください。本人やご家族、関係者の方で
も大丈夫です。相談は無料です。

■日時
令和 7 年 10 月 16 日（木）
午前 10 時半～午後 3 時半

（※午後 3 時までにご来所ください。）
■会場
阿蘇市農村環境改善センター
農業情報室 熊本県阿蘇市内牧 976 − 2
■お問い合わせ先
熊本県子ども・若者総合相談センター
☎ 096 − 387 − 7000
月～金 午前 8 時半～午後 9 時
kowaka-cocon@wind.ocn.ne.jp

熊本県ヤングケアラー相談支援センター
☎ 096 − 384 − 1000
火～木 午前 8 時～午後 5 時
kumamotoyoung@wonder.ocn.ne.jp
■HP  http://kowaka cocon.jp/

相　談相　談

相　談

広報きよら 2025.10広報きよら 2025.10
24

https://hatarakikatakaikaku.mhlw.go.jp/consultation/kumamoto/
mailto:kowaka-cocon%40wind.ocn.ne.jp?subject=
mailto:kumamotoyoung%40wonder.ocn.ne.jp?subject=
https://kowaka-cocon.jp/
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　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

下城   雄二　様　矢津田上 （故）澄男 様
久綱   一憲　様    湯田下　  （故）紀和子 様 
(令和 7 年 9 月 10 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。

馬場優志会　様

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 7 年 11 月 町民カレンダー　
■消費生活相談
日時 : 毎週火曜・木曜　午前 9 時～午後 4 時
毎週火曜日 小国町 / 毎週木曜日 南小国町
総務課　☎ 0967−42−1112
■就職相談　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
日時 :19 日（水）　午後１時～午後 4 時 30 分
場所 : 役場会議室　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
☎ 0967−22−8178

■出張年金相談（※要予約）
日時 :7 日（金）　午前 10 時～午後 3 時
場所 : おぐに町民センター
熊本東年金事務所　☎ 096−367−2503

■さくら荘カフェ
日時 :21 日（金）午後 1 時 30 分～
午後 3 時 30 分　 場所 : さくら荘

■心配ごと相談・行政相談
日時 :20 日（木）午前 10 時～正午
場所 : りんどう荘

■乳児健診
日時 :5 日（水）午後 1 時 15 分～
場所 : おぐに町民センター

■ 1 歳 6 か月児健診
日時 :20 日（木）午後 1 時 15 分～
場所 : おぐに町民センター

■ 1 歳児健診
日時 :27 日（木）午後 1 時 30 分～
場所 : 役場　別館 2 階

寄　附

休日在宅医

はじめまして赤ちゃん

佐藤　大夢・荒井  智子　白川

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、
医療機関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナンバーカード又は保険証を持
参してください。保険証等がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

10/5（日）～

11/3（月）
内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

10/5（日） 小児科 たくもと小児科クリニック 0967-34-2202

10/12（日） 内科・外科 市原胃腸科外科 0967-34-1211

10/13（月） 整形外科 一の宮整形外科 0967-22-3911

10/19（日） 内科・小児科 松見内科クリニック 0967-22-0260

10/26（日） 消化器科・胃腸科 脇胃腸科 0967-32-2500

11/2（日） 内科・循環器科 阿蘇ハートクリニック 0967-24-6262

11/3（月） 眼科 眼科 古嶋医院 0967-34-0008
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　　　　　　　　    労使間トラブルの解決相談会

　熊本県労働委員会では、自主的な解決が難し
い労使間トラブルの解決方法について、3 名の
委員（公益・労働者・使用者）による相談会を
実施します。費用無料。
お気軽にご相談ください。

■日時
令和 7 年 10 月 25 日（土）
午前 10 時～午後 4 時半（受付午後 4 時まで）
※原則 1 人 1 回限り 30 分以内（予約優先）
■会場
くまもと県民交流館パレア 9 階 会議室 5
■お問い合わせ先
熊本県労働委員会事務局
☎ 096 − 333 − 2752

お詫び・訂正のお知らせ

広報きよら９月号のハッピーバースデーに誤り
がございました。深くお詫び申し上げますとと
もに、下記の通り訂正させていただきます。

●広報きよら９月号裏表紙
ハッピーバースデー
誤 北川 寛太くん
正 北川 寛大くん

※HPに掲載しているPDFファイルにつきまし
   ては、当該箇所を訂正しております。

　　　　　　  働き方改革ワンストップ
　　　　　　 無料相談！

　長時間労働の是正、最低賃金への対応、ハラ
スメントの防止その他の課題等に関するワンス
トップ相談窓口として、社会保険労務士等の専
門家が、事業主の皆様からの相談に対応します。
無料、秘密厳守です。
お気軽にご相談ください。

①来所や電話・メールによる相談対応
②個別企業を訪問して行うコンサルティング
③業種団体会員向けセミナーの開催等

■お問い合せ先
熊本働き方改革推進支援センター
☎ 0120 − 041 − 124
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　　　　　　      　　成年後見制度 セミナー＆
　　　　　　 個別相談会

　成年後見制度や後見人への就任から終了まで
の一連の流れ、悩ましい問題への対処について、
実際に後見人業務を行っている司法書士が解説
を行います。参加費は無料です。講座終了後には、
個別無料相談会も開催いたします。

■日時
令和 7 年 10 月 25 日（土）
受付 午後 0 時半
講座 午後 1 時～午後 3 時まで
・第 1 部 成年後見制度の基礎
・第 2 部 知っておきたい成年後見制度

～事例を交えて～
・個別無料相談会 午後 3 時 15 分～午後 4 時
■会場
熊本県司法書士会館
熊本市中央区大江 4 丁目 4 − 34
駐車場台数に限りがございますので、できるだ
け公共交通機関をご利用ください。
■定員
50 名（先着順）
■お申し込み・お問い合わせ先

（公社）成年後見センター・リーガルサポート
熊本支部 ☎ 096 − 364 − 2889

　　　　　お悩み合同出張相談会 in 阿蘇

　不登校、ひきこもり、障がい、就労、ヤング
ケアラー等のさまざまな悩みや心配事について
ご相談ください。本人やご家族、関係者の方で
も大丈夫です。相談は無料です。

■日時
令和 7 年 10 月 16 日（木）
午前 10 時半～午後 3 時半

（※午後 3 時までにご来所ください。）
■会場
阿蘇市農村環境改善センター
農業情報室 熊本県阿蘇市内牧 976 − 2
■お問い合わせ先
熊本県子ども・若者総合相談センター
☎ 096 − 387 − 7000
月～金 午前 8 時半～午後 9 時
kowaka-cocon@wind.ocn.ne.jp

熊本県ヤングケアラー相談支援センター
☎ 096 − 384 − 1000
火～木 午前 8 時～午後 5 時
kumamotoyoung@wonder.ocn.ne.jp
■HP  http://kowaka cocon.jp/

相　談相　談

相　談
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あっという間の 1 歳でした！
幸せな 1 年をありがとう♡

これからもずっと元気で楽しく
生きていこうね ^ｰ^

賢さん 由利さん父 母

※希望者のみ掲載

06.09.09 生まれ 中杉田

穴井 柚凪 ちゃん
あない     ゆずな

お誕生日おめでとう♡
神奈川県から引っ越してきました。
自然の中で伸び伸び楽しく過ごして

いこうね‼

航史さん 直子さん父 母

06.09.02 生まれ 赤馬場

130 年の歴史を持つ吉原岩戸神楽は、豊作祈願や無病息災を願う里神楽で、

国の重要無形民俗文化財に指定されています。

今年も勇壮な舞が見られました。


